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資　　料

愛媛大学附属高等学校に収蔵されていたトキ Nipponia nippon の標本

稲葉　正和 *

Abstract： At public schools in Ehime Prefecture, there are many specimens used in natural history class. While I was 
conducting surveys of the specimens, a specimen of the Japanese crested ibis Nipponia nippon was confirmed. The 
Japanese crested ibis Nipponia nippon inhabited in Japan, but they became extinct in 1981. Therefore, the specimen of 
the Japanese crested ibis Nipponia nippon is very valuable. This paper reports on the Japanese crested ibis specimen 
stored at Ehime University Senior High School.
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はじめに

ペリカン目トキ科に属するトキ Nipponia nipponは，
江戸時代に全国各地に導入され，日本全域で広く見られ
る鳥であった（安田，1983）．四国では，阿波国（現徳
島県）の第 10 代藩主蜂須賀重喜 1）が播磨国（現兵庫県）
からトキを移入し，幕末から明治時代にかけて多くの個
体が見られるようになったとする記録が残されている
（安田，1983）．しかし，明治時代に狩猟が解禁されたこ
とで狩猟人口が急激に増加し，トキはコウノトリ，ツル
類，ハクチョウ類などとともに乱獲の対象となった（長
谷川，1995）．トキは新潟県の鳥追い歌でサギやスズメ
とともに田畑を荒らす害鳥として歌われており（梁井，
2006），農民に害鳥として認識されていたことが，乱獲
に拍車をかけた可能性がある．また，明治時代の日本は
欧米諸国に婦人用帽子飾りに利用される鳥の羽毛を積極
的に輸出して外貨を獲得しており（平岡，2012），トキ
の羽毛はやわらかく埃がたたないため，羽箒や羽根布団
の原料としても好評であった（梁井，2006）．このよう
な時代背景も，鴇（とき）色と評される美しい羽毛をも
つトキの乱獲に拍車をかけていた可能性がある．
トキの個体数が大幅に減少したことから，明治政府は
明治 41 年（1908 年）に狩猟法施行規則を改正し，トキ
を絶対保護鳥に指定した（山階・中西，1983）．ただ，
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トキはすでに多くの地域で絶滅の危機に瀕していたよう
である．明治 36 年（1903 年）発刊の教科書には渉禽類
としてツル，サギなどとともにトキが記述されている
が（箕作，1903），大正時代に発刊された教科書ではト
キの記述が見られなくなっている（松野，1916）．トキ
の生息が確認されていた徳島県でも，明治 45 年（1912
年）に発表された徳島県の鳥類調査記録でトキはすでに
絶滅したことが記述されており（安田，1983），同年に
発表された四国産鳥類目録にもトキの記述は見られない
（内田，1912）．柳原（1918）は，大正 7年（1918 年）1
月 15 日に美濃国武儀郡神渕村（現岐阜県加茂郡七宗町
神渕）で捕獲されたトキの記録をあまりにも珍しいため
報告したとしており，大正 7年（1918 年）に発刊され
た教科書の中で鳥類学の泰斗である飯島魁は，日本の
トキは乱獲によりすでに絶滅したと記している（梁井，
2006）．これらのことからも，トキの個体数が明治時代
から大正時代にかけて日本全域で大きく減少していたこ
とがわかる．
大正 15 年（1926 年）に佐渡で，昭和 4年（1929 年）
に能登半島で少数のトキが生き残っていることが確認さ
れ，トキは昭和 9年（1934 年）に国の天然記念物に指
定され，その保護が推奨されるようになった（長谷川，
1995）．しかし，トキの保護事業は戦争によって中断さ
れ，食糧増産，燃料確保のための森林開墾による生息地
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の破壊の影響でその個体数はさらに減少することとなっ
た（梁井，2006）．
トキの保護事業は第二次世界大戦の終了後に再開さ
れ，トキは昭和 27 年（1952 年）に国の特別天然記念物
に，昭和 35 年（1960 年）には国際保護鳥に指定される
など様々な保護事業が実施された（長谷川，1995）．し
かし，その個体数を回復させることはできず，日本産の
トキは昭和 56 年（1981 年）に野生絶滅，平成 15 年（2003
年）に最後の飼育個体が死亡し，国内の個体群は絶滅す
るに至った．なお，日本産のトキは絶滅したが，昭和
56 年（1981 年）に中国陝西省洋県で 7羽のトキが発見
され，直ちに生息地保護政策が策定されるとともに，人
工繁殖事業も並行して実施され，その個体数は順調に回
復した（蘇・河合，2001）．その後，中国政府より中国
産のトキを譲り受けた環境省もその繁殖事業に成功し，
平成 20 年（2008 年）から佐渡島でのトキの再導入が開
始された（本田，2009）．トキの個体数は令和元年（2019
年）9 月 15 日現在で約 420 羽にまで増加し，日本に再
定着しつつある（環境省，2019）．
筆者は，愛媛県内の公立学校に収蔵されている様々な
標本の収蔵状況を調査し，標本の保存状態を確認すると
ともに，確認した標本を可能な限り愛媛県総合科学博物
館に収蔵する活動を行っている（稲葉，2017a-d ，2018， 
2019a-c；稲葉・岡山，2018a-c；藤井ほか，2019）．その
調査過程で，愛媛大学附属高等学校にトキの標本 1点が
収蔵されていることを確認した．かつて採集されたトキ
の標本は，野生絶滅した地域個体群の情報を得るために
欠かすことのできない重要な資料である．本稿ではこの
標本の調査記録について報告する． 

方　　法

愛媛大学附属高等学校に収蔵されているトキの標本
は，同校卒業生である安田昴平氏から情報提供を受けた
ことで確認された．標本は保存状態を確認した後，写真
撮影を行い，標本の嘴峰・翼長・ 蹠を計測した．標本
が愛媛大学附属高等学校に収蔵されていた経緯について
は，文献調査および関係者に対する聞き取り調査を行い，
正確な情報の把握に努めた．

結　　果

確認されたトキの標本は，ガラスケースに収蔵された
状態で，理科室に保管されていた． 標本はガラスケー
スに収蔵されていたため，虫害等は確認されず，保存状
態は良好であった（写真 1）．標本の嘴峰は 15.8㎝，右
翼長 39.8㎝，左翼長 40.2㎝，右 蹠 7.9㎝，左 蹠 8.0㎝
であった．標本の台座には，複数のラベルが貼り付けら

れていた形跡があるが，採集データを示すラベルは全て
除去されていた．そのため，標本の採集データを明ら
かにすることはできなかった．ただし，昭和 60 年度卒
業生による解説文が添えられていたことから（写真 1），
少なくとも昭和 60 年（1985 年）以前より収蔵されてい
たことが確認された． 
標本が確認された愛媛大学附属高等学校は明治 33 年

（1900 年）4 月に設立された愛媛県農業学校を母体とす
る学校である（愛媛大学附属高等学校，2018）．愛媛県
農業学校は明治 34 年（1901 年）9月に愛媛県立農業学校，
大正 7年（1918 年）4月に愛媛県立松山農業学校と改称，
昭和 20 年（1945 年）4 月に愛媛県立農林専門学校に改
組昇格した（相原，2000）．
その後，愛媛県立農林専門学校を母体として昭和 24
年（1949 年）に愛媛県立松山農科大学が発足し，同大
学は昭和 29 年（1954 年）に国立移管され，愛媛大学農
学部となり現在に至る（相原，2000）．なお，愛媛大学
附属高等学校は，昭和 24 年（1949 年）に愛媛県立松山
農科大学に設置された同大学附属農業高等学校を前身と
し，昭和 31 年（1956 年）に愛媛大学農学部附属農業高
等学校に改称，平成 20 年（2008 年）に国立大学法人愛
媛大学附属高等学校に改組され，現在に至る（愛媛大学
附属高等学校，2018）．標本の台座の裏には，農業学校
と記されたラベルが貼り付けられていた（写真 2）．そ
のため，この標本は愛媛大学附属高等学校の母体である
愛媛県農業学校もしくはその後身校より引き継がれた可
能性がある．
標本が学校に納入された時期について調査するため，
戦前に発刊された愛媛県立松山農業学校の教育施設概要
（曽我，1942）を確認したが，標本に関する記述は見ら
れなかった．また，標本が移管された時期について，学
校関係者への聞き取り調査を行ったが， 愛媛大学農学部
附属農業高等学校設立当時の職員は既に退職しており，
備品台帳等の標本に関する記録文書も校内に残されてい
ないため，確認することはできなかった． 標本は当館
で開催された企画展「理科室の宝物－学校収蔵標本から
地域の自然を再考する－」で展示された後，愛媛大学附
属高等学校に返却され，同校で保管されている．

標本の記録

トキ科 Threskiornithidae
トキ　Nipponia nippon （写真 1）
採集日・採集地・採集者：不明
嘴峰 15.8㎝，右翼長 39.8㎝，左翼長 40.2㎝，右 蹠 7.9㎝，
左 蹠 8.0㎝
所蔵：愛媛大学附属高等学校
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論　　議

確認されたトキの標本について
今回確認されたトキの標本は，採集データを記したラ
ベルが除去されており，備品台帳等も現存しないため，
その入手経緯について確認することはできない．ただ
し，愛媛県内でトキが採集された記録はないこと（愛媛
県，2015），絶対保護鳥に指定された明治 41 年（1908 年）
以降に国内でトキの標本を入手することは非常に困難で
あったことから，個人が採集した四国産の標本ではない
と考えられる．
山階鳥類研究所が行った国内の教育機関における鳥類
標本の収蔵状況のアンケート調査では，38 点のトキの
標本が確認されており（浦野ほか，2005），山階・中西
（1983），南部（2000），中尾・飯田（2006）も学校に収
蔵されているトキの標本について報告している．トキは
明治 41 年（1908 年）に絶対保護鳥に指定されており，
学校がトキの標本を入手するためには，標本作製業者か
らトキの標本を購入することが最も正当な方法であった
と考えられる．また，学校に収蔵されている標本の多く
は，戦前の博物学の授業用に標本を作製していた業者製
のものである（説田，2018；稲葉，2019a）．愛媛大学附
属高等学校で確認されたトキの標本も戦前に作製・販売
された教育用標本である可能性が高いと考えられる．
島津製作所標本部が昭和 5年（1930 年）に発刊した
動物学及生理学標本目録には，トキの剥製が 30 円で販
売されていることが記録されている（水澤，1930）．ト
キの標本が販売されていた昭和 5年（1930 年）頃には，
国内のトキは佐渡と能登半島にごく限られた集団が生き
残っているのみであった（安田，1983）．一方，昭和 5
年（1930 年）頃の朝鮮半島においてトキはごく普通の
鳥であり，朝鮮半島にキジ猟に行った人が採集したトキ
の標本や慶尚北道醴泉産のトキの剥製が日本へ持ち込ま
れている（山階，1977）．富山県小矢部市の石動中学校
に収蔵されていたトキの標本は朝鮮半島産である（南部，
2000）．また，佐賀県立三養基高等学校に収蔵されてい
たトキの標本も朝鮮半島産である（中尾・飯田，2006）．
これらのことから，当時の標本作製業者は国内で捕獲禁
止となっていたトキを朝鮮半島で捕獲していたと考えら
れ，愛媛大学附属高等学校で確認されたトキの標本も朝
鮮半島で捕獲されたものである可能性がある．なお，朝
鮮半島に生息していたトキも昭和 15 年（1940 年）頃か
ら個体数が減少し（山階，1977），昭和 55 年（1980 年）
頃には絶滅状態に陥っていたことが報告されている（山
岸，2009）．
ラベルの記載情報（写真 2）と戦前のトキの標本の流
通状況から，この標本は愛媛県農業学校が設置された明
治 33 年（1900 年）4 月から愛媛県立松山農業学校が設

置されていた昭和 20 年（1945 年）3 月までの間に入手
され，終戦時には愛媛県立農林専門学校に所蔵されてい
たものと推測される． 松山市内の学校は，昭和20年（1945
年）7月 26 日から 27 日にかけての松山大空襲によって
その多くが被災し（愛媛県教育センター内教育史編集室，
1971），学校に収蔵されていた愛媛県産の資料もその多
くが焼失したと考えられる（稲葉，2017d，2019a）．し
かし，愛媛県立農林専門学校（現愛媛大学農学部・愛媛
大学附属高等学校）の所在地である桑原村（現松山市樽
味）は松山大空襲の被害を受けなかった（松友，1989；
相原，2000）．そのため，トキの標本は戦火を免れたも
のと考えられる．その後，標本は愛媛大学附属高等学校
の前身である愛媛県立松山農科大学附属農業高等学校も
しくは愛媛大学農学部附属農業高等学校に移管され，現
在まで保管されてきたものと推測される．
現在繁殖しているトキは中国に生き残っていたごく限
られた集団に由来するものであり，ボトルネック効果に
よってその遺伝的多様性は高くない（丁，2007；山岸，
2009）．そのため，日本や朝鮮半島のトキが野生絶滅す
る前に採集された標本は，かつてのトキの遺伝的多様性
を調査するために欠かすことのできない重要な資料で
ある．また，かつて採集された鳥類標本の内部構造を X
線 CTを利用して非破壊的に調査し，内部構造の形状か
ら標本の作製者や標本の作製時期を推定する先行研究も
実施されている（岩見，2009）．今回確認されたトキの
標本の由来については，まだ未解明な部分が多い．今後，
標本の DNA分析や X線 CTを用いた内部構造の調査に
より，その由来をより詳しく解明する必要がある．

学校収蔵標本について
今回確認されたトキは知名度が高く，その標本の希少
性を説明する必要がないシンボリックな標本である．愛
媛県内の学校では，トキ以外にもコウノトリやライチョ
ウ，アホウドリ，アマミノクロウサギ，オガサワラオオ
コウモリ，ニホンカワウソなどの希少種の標本が多数確
認されている（稲葉，2017c，2019a，2019c，2020；藤
井ほか，2019）．学校に収蔵されている希少種の標本の
みに注目することは，保管されている標本に優劣をつけ
ている印象が生じるため，その取り扱いには注意を要す
る．しかし，学校に収蔵されている標本への関心を高め，
その重要性を多くの人に周知するためには，発見した標
本の情報を積極的に発信することが不可欠である．
現在では絶滅危惧種に指定されている希少な生物の標
本が全国各地の学校に収蔵されている事例が明らかにな
りつつある（中尾，2005；中尾・飯田，2006；浦野ほか，
2005；橋越，2011；高田・白井，2016；説田，2018；斎木，
2019；稲葉，2019aなど）．これらの標本は，おもに博
物学の授業で利用されていた教育用標本と過去の教員や
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生徒によって採集された自然史標本に分けることができ
る．教育用標本については，標本製作会社が発行した標
本目録や教科書の内容と現存している標本を照合し，当
時の博物学教育の発展の歴史や産業史を振り返る資料と
して活用できる可能性が報告されている（説田，2018，
2019）．自然史標本については，当該地域の過去の生物
相を調査するための基礎資料として欠かすことができな
い重要な標本が多く含まれている事例が多数報告されて
いる（橋越，2011；高田・白井，2016；斎木 2019；稲葉，
2019aなど）．さらに，学校等に収蔵されていた古い標
本に注目した企画展も開催されており（中尾，2005；中
尾・飯田，2006；馬場，2016；本川，2017；岐阜県博物
館，2018；稲葉，2020），研究者の間では学校に収蔵さ
れている古い標本の価値を再評価する動きが進み始めて
いる．
一方，標本を管理している学校の教員は，学校に収蔵
されている標本を研究や展示に活かすことができるとい
う知見が不足しているため，学校に収蔵されている標本
の重要性を認識していない場合が多い．今回報告したト
キの標本は，防虫剤入りのガラスケースに収蔵されてお
り，保存状態は良好であった．ただ，採集データを示す
ラベルが除去されており， 標本を管理していた当時の担
当者はラベルの重要性を認識していなかったことがうか
がえる．また，愛媛大学附属高等学校には，トキ以外に
も古い標本や鳥類の 8㎜フィルムなどが保管されていた
が，校舎の建て替え時にほとんどのものが当時の担当者
に廃棄されたそうである（松本浩司氏私信）．今後，標
本を管理している学校の職員に対し，保管されている標
本の重要性を発信していくことが必要である．
現在，過疎化と少子高齢化が急速に進行し，学校に収
蔵されている様々な資料が散逸する危機にさらされてい
る．かつて採集された標本の調査を行う際には，備品台
帳等の資料調査が不可欠であり，当時の標本台帳や日誌
を調査したことでその標本が収蔵された経緯を明らかに
した先行事例がある（稲葉，2019b）．しかし，備品台帳
や日誌等の資料は，学校での保管期限の終了時に廃棄さ
れていることが多い．また，学校図書館に収蔵されてい
た戦前の書籍や理科室に収蔵されていた標本などの貴重
な資料が廃棄されそうになった事例などもある（橋越清
一氏私信）．愛媛県教育センター内教育史編集室（1971）
は，学校の沿革や教育史研究に欠かすことのできない学
校資料の保存・管理の必要性を提言しているが，現状で
はそれを十分に果たすことはできていない．今後は，様々
な資料を収蔵している学校と研究機関や博物館・図書館
などの公的施設を仲介し，様々な資料の調査研究・収蔵
をサポートするためのネットワークづくりを行っていく
必要がある．
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越清一氏にこの場を借りて，心より厚く御礼申し上げる．

注

1）安田（1983）では，第 11 代藩主とされていたが，蜂
須賀重喜は第 10 代藩主のため，訂正した．
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写真 1　愛媛大学附属高等学校が所蔵しているトキ Nipponia nipponの標本とその解説文

写真 2　台座裏の農業学校収蔵資料であることを示したラベル
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